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1.はじめに 

近年の情報通信技術の発達により，多種多量なデー

タが収集，集積が可能となった．公共交通の分野にお

いては，交通系 IC カードの普及が進んでおり，蓄積さ

れた IC カードの利用履歴を分析することで，IC カー

ドを所有する個人がどのように行動しているのか定量

的に把握することが可能である．利用者の行動を分析

することにより，提供するサービスの改善を図ること

が可能である．その結果公共交通の利用を促進するこ

とが見込まれ，公共交通の活性化だけでなく，利用増

加による公共交通事業者の収入の確保につながると考

えられる． 

本研究では，近江鉄道バスの ICカードデータを用い，

利用者の特性を把握し，現在の料金制度の課題を整理

したうえで，利用者にとってより望ましい料金制度を

考案する．考案した料金制度に関してアンケート調査

を行うことで，新料金制度導入時の収入を推定し，過

去の利用データから売上の増減より考案した料金制度

の導入可能性について検討を行うことを目的とする． 

2.現行料金制度における利用者行動の分析 

2.1.分析データの概要 

近江鉄道バス IC カードは，平成 15 年 4 月に導入さ

れた IC カードであり，JR 瀬田駅，南草津駅，草津駅

で発着する近江鉄道バスの大津営業所が管轄する路線

で利用可能である．カードは無記名式であり，取得で

きるデータは，利用日，カード固有 ID，利用バス路線，

乗車停留所，降車停留所，降車時間などである． 

本研究で用いる近江鉄道バス IC カードデータは，平

成 28 年 4 月 1日～平成 29年 3月 31 日より 305日間(6

月，11 月欠損)を対象とし，対象地域を全 IC カード利

用可能区間とする． 

2.2.利用者行動の特性 

IC カードデータを整理，分析することで，IC カード

利用者は立命館大学に関係すると推測される ID が主

要な利用者であることが判明した．立命館大学関係者 

が近江鉄道バスの収益に大きな影響を与えていること

が示唆される． 

西内ら 1)は，最も多く利用した 1 日の時刻（1 時間単

位）の組合せの割合を時間的トリップパターン依存度

として定義し，最も多く利用した 1 日のバス停の組合

せを空間的トリップパターン依存度とした．学校関係

者のバス利用行動を把握するために，この時間的・空

間的トリップパターン依存度を本研究対象に用い学校

休講期間の 8月と開講期間の 10月を比較した図を図1

に示す．空間的に依存度の高い者，つまり空間的に固

定的なバス利用をしている者が 10 月になると顕著に

増加していることがわかる． 

2.3.現行料金制度の課題 

現行の料金制度は初乗り運賃がバス利用のたびに発

生するため，通勤や通学以外の目的でのバスを利用す

る選択を消極的にし，バスを利用した沿線付近での活

動を阻害している可能性が示唆さる． 

3．新料金制度の提案 

3.1.新しく提案する料金制度の概要 

利用者の特性，課題を踏まえ，利用者が多様なバス

利用行動を選択できるような周遊性の高い料金制度と

して，立命館大学関係者を想定した立命館大学-南草津

駅間エリア内年間定額乗り放題料金制度を提案する．

このような周遊性の高い料金制度は，多様な目的を持

ったバス利用行動を増加させることができ，運行地域

の活性化につながる可能性が示唆される． 

3.2.アンケート概要 

提案した料金制度の採算性を評価する為，立命館大

学びわこくさつキャンパス(BKC)に所属する学生を対

象とした新料金制度に対する支払意志額を問うアンケ

ート調査を行った．設問内容に関して，回答者の現在

のバス利用状況について設問し，次に回答者は現在の

利用状況を踏まえたうえで，SP 設問である新しい料金

制度が導入された場合について回答してもらった．さ

らに個人属性に関しても設問した． 
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本アンケートは，2017 年 12 月 28 日より SNS や，メ

ールを用い拡散を行い WEB 上で回収した．また 2018

年 1 月 5 日，9 日，10 日に授業間の休憩時間を中心に

BKC 内でアンケート用紙を手配りで配布し，同様に

WEB 上で回収した．回収の結果，SNS・メールでのア

ンケートでは 80 の回答を，BKC 内でのアンケートで

は配布数 300 に対し 78（回収率 26%）の回答を得た． 

3.3.モデルの構築 

回答結果を用い，新料金制度導入時の売上げ推定モ

デルを 2 段階（利用選択モデルと料金選択モデル）の

2 項ロジットモデルよって構築した．1 段階目の利用選

択モデルでは全学生を対象とし，新料金制度に対し，

利用に賛成か，反対かといった新しい料金制度に対す

る賛成確率を推定する．2 段階目の料金選択モデルで

は，利用選択モデルで賛成と推定された者を対象とし

て，新料金制度の料金設定によって利用するか，利用

しないかといった，料金による利用確率を推定する． 

4.導入可能性の検討 

 本研究では想定する学生が利用した金額(S′)を各 IC

カード ID に付与している学生ダミーをもとに，プレミ

アム率 42%，IC カード利用割合を考慮し 2 億 28 万

1,431 円とする． 

 利用選択モデルのパラメーター推定結果を表 1 に示

す．立命館大学 BKC に所属する学生数が 120,602 人で

あるので，利用選択モデルを用い，利用に賛成する学

生数が 8,240 人であることが推定できる． 

料金選択モデルのパラメーター推定結果を表 2 に示

す．採用した説明変数より，利用選択モデルで賛成す

ると推定された学生をさらに n1~n12 のセグメントに

に区分することができる．このとき，新料金制度の設

定料金が x の時，バス会社の売上げ期待値𝑆(𝑥)を式(1)

に，また，採算性の有無の評価基準を式(2)に示す． 

𝑆(𝑥) = {∑ (𝑛𝑖 ∙
𝑁𝑎𝑙𝑙

𝑁
∙ 𝑠𝑖(𝑥))𝑖 } ∙ 𝑥     式(1) 

𝑆(𝑥) ≥ S′’              式(2) 

Nは有効サンプル数，𝑛𝑖はセグメント i に該当するサン

プル数，S′を想定するバス会社の売上とする．式(1)を

用い，新料金制度が立命館大学 BKC に所属する学生に

導入された場合の設定料金と，バス会社の売上げ期待

値の関係を図2に示す．新料金制度の設定料金が27,499

円から 58,784 円のとき，式(2)を満たし，採算性のある

料金制度であることが示唆される． 

 

図 1時間的空間的トリップパターン依存度 

表 1 利用選択モデル 

 

表 2料金選択モデル 

 

 

図 2新料金制度導入時の採算性の評価 

5.おわりに 

本研究では，ICカードデータを用い，利用者の特性，

現在の料金制度の課題を整理したうえで新料金制度と

して，立命館大学 BKC に所属する学生を対象とした立

命館大学－南草津駅間エリア内年間定額乗り放題料金

制度を提案した．アンケートの回答結果より，料金制

度の設定料金が 27,499 円～58,784 円のとき，想定した

売上げに達し，導入可能性が示唆された．今後の課題

として，新料金制度導入された時，利用行動がどのよ

うに変容するのか調査する必要があると考える． 
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